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(57)【要約】
電磁エネルギーを獲得および貯蔵する装置、方法、およ
びシステムを開示する。本発明は、電磁エネルギー収集
の手段として、例えば、エネルギー貯蔵構成要素自体の
中の伝導表面を使用する。該表面は、必要な機能を有す
るバッテリまたはコンデンサを主に提供する、バッテリ
またはコンデンサ内の電荷収集表面等の、エネルギーデ
バイスの一体部分であってもよい。本発明の別の実施形
態では、エネルギーデバイス用の電磁エネルギーを収集
するという主要目的で製造している間、金属または伝導
表面がエネルギーデバイスに追加され、具体的には、そ
こに組み込まれるが、そうでなければ、エネルギー貯蔵
構成要素に必要ではない。いったんエネルギーが収集さ
れると、その製造中にエネルギー貯蔵構成要素に直接組
み込まれるか、あるいはエネルギー貯蔵構成要素の外部
であるがエネルギーデバイス内に接続される、整流構成
要素を介して整流され得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エネルギーデバイスであって、
　エネルギー貯蔵構成要素と、
　該エネルギー貯蔵構成要素の一体部分である少なくとも１つの導電性表面と
　を備えており、
　該少なくとも１つの表面は、電磁エネルギーを収集するように適合される、エネルギー
デバイス。
【請求項２】
　前記エネルギー貯蔵構成要素は、電気化学的貯蔵デバイス、電気的貯蔵デバイス、機械
的エネルギー貯蔵デバイス、電気機械デバイス、熱エネルギー貯蔵デバイス、および化学
的エネルギー貯蔵デバイスを含む群からの任意の装置を備える、請求項１に記載のエネル
ギーデバイス。
【請求項３】
　前記エネルギー貯蔵構成要素は、バッテリ、薄膜バッテリ、コンデンサ、薄膜コンデン
サ、圧電素子、磁気電気素子、熱質量容器、フライホイール、マイクロフライホイール、
微小電気機械システム（ＭＥＭＳ）、機械バネ、水素容器を有する水素発生器、およびオ
ゾン容器を有するオゾン発生器の群から選択される構成要素を備える、請求項１に記載の
エネルギーデバイス。
【請求項４】
　前記導電性表面は、好適な電磁インピーダンスを備え、該好適な電磁インピーダンスは
、該表面の寸法が、獲得の標的とされる波長において信号利得を生成するようにサイズ決
定されるために、前記収集される電磁エネルギーの周波数に適合される、請求項１に記載
のエネルギーデバイス。
【請求項５】
　前記導電性表面は、電気化学的貯蔵デバイスのアノード、電気化学的貯蔵デバイスのア
ノード電流コレクタ、電気化学的貯蔵デバイスのカソード、電気化学的貯蔵デバイスのカ
ソード電流コレクタ、電気化学的貯蔵デバイスのカプセル化、電気化学的貯蔵デバイスの
基板、電気化学的貯蔵デバイスのケーシング、コンデンサの陰性電極、コンデンサの陽性
電極、およびコンデンサのケーシングの群から選択される、材料を備える、請求項１に記
載のエネルギーデバイス。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの導電性表面は、前記エネルギー貯蔵構成要素による主要な機能的
必要性を超えて構造的または化学的に修飾され、それにより、該修飾は、電磁エネルギー
を収集する該表面の能力の増大を引き起こす、請求項１に記載のエネルギーデバイス。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの導電性表面は、少なくとも１つの水平方向に増加した表面積を有
する、請求項１に記載のエネルギーデバイス。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの導電性表面は、増加した厚さを有する、請求項１に記載のエネル
ギーデバイス。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの導電性表面は、少なくとも１つの導電性突起部を備え、該少なく
とも１つの導電性突起部は、該少なくとも１つの導電性表面から前記構成要素層に平行な
方向に延在する、請求項１に記載のエネルギーデバイス。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの導電性表面は、少なくとも１つの導電性突起部を備え、少なくと
も１つの導電性突起部は、該少なくとも１つの導電性表面から該構成要素層に直角の方向
に延在する、請求項１に記載のエネルギーデバイス。
【請求項１１】
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　前記少なくとも１つの導電性表面は、少なくとも１つの水平方向に増加した表面積を有
する、請求項６に記載のエネルギーデバイス。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの導電性表面は、増加した厚さを有する、請求項６に記載のエネル
ギーデバイス。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの導電性表面は、少なくとも１つの導電性突起部を備え、該少なく
とも１つの導電性突起部は、該少なくとも１つの導電性表面から前記構成要素層に平行な
方向に延在する、請求項６に記載のエネルギーデバイス。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの導電性表面は、少なくとも１つの導電性突起部を備え、該少なく
とも１つの導電性突起部は、少なくとも１つの導電性表面から前記構成要素層に直角の方
向に延在する、請求項６に記載のエネルギーデバイス。
【請求項１５】
　前記導電性表面をさらに備え、該導電性表面は、前記エネルギー貯蔵構成要素の製造中
に前記デバイスに組み込まれる、請求項１に記載のエネルギーデバイス。
【請求項１６】
　前記導電性表面は、金属、合金、半導体、伝導性有機物およびポリマー、ならびに伝導
性複合体の群から選択される材料を備える、請求項１に記載のエネルギーデバイス。
【請求項１７】
　前記デバイスの形状は、正方形、長方形、三角形、多面多角形、円形、湾曲、波形、お
よび厚さ不均一の群から選択される、請求項１に記載のエネルギーデバイス。
【請求項１８】
　前記収集された電磁エネルギーは、電場結合エネルギー、磁場結合エネルギー、光波直
接結合エネルギー、光波熱的結合エネルギー、レーザまたはコヒーレント光結合エネルギ
ー、およびサブミリメートル波長放射結合エネルギーの群から選択される、エネルギーを
備える、請求項１に記載のエネルギーデバイス。
【請求項１９】
　前記収集された電磁エネルギーは、広帯域周波数、狭帯域周波数、直接エネルギー、間
接エネルギー、極超長波、極極超長波、超長波、長波、中波、短波、超短波、極超短波、
極極超短波、ミリ波、赤外線光周波数、可視光周波数、紫外線光周波数、およびＸ線周波
数を含む群から選択される、請求項１に記載のエネルギーデバイス。
【請求項２０】
　複数の導電性表面をさらに備える、請求項１に記載のエネルギーデバイス。
【請求項２１】
　前記複数の表面は、全方向応答における前記電磁エネルギーの出力の収集を改善するア
レイを形成するように適合される、請求項２０に記載のエネルギーデバイス。
【請求項２２】
　前記複数の表面は、一方向応答における前記電磁エネルギーの出力の収集を改善するア
レイを形成するように適合される、請求項２０に記載のエネルギーデバイス。
【請求項２３】
　請求項１に記載の複数のエネルギーデバイスを備える、アレイ。
【請求項２４】
　導電性表面をさらに備え、該導電性表面は、全方向応答において電磁エネルギーを収集
するように適合される、請求項２３に記載のアレイ。
【請求項２５】
　導電性表面をさらに備え、該導電性表面は、一方向応答において電磁エネルギーを収集
するように適合される、請求項２３に記載のアレイ。
【請求項２６】
　少なくとも１つの外部整流素子をさらに備え、該少なくとも１つの外部整流素子は、前
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記収集された電磁エネルギーを整流するように適合される、請求項１に記載のエネルギー
デバイス。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つの整流素子は、外部ダイオード、該外部ダイオードおよび前記導電
性表面を備えるレクテナ、外部フルブリッジ整流器、外部ハーフブリッジ整流器、および
外部反応構成要素の群から選択され、該外部反応構成要素は、コンデンサ、コイル、ダイ
オード、トランジスタ、ＲＦチョーク、および統合デバイスの任意の組み合わせを備える
、請求項２６に記載のエネルギーデバイス。
【請求項２８】
　並列および／または直列にグループ化される２つ以上の整流素子と、広帯域エネルギー
収集を可能にするための、異なるサイズの少なくとも２つの導電性表面とをさらに備える
、請求項２６に記載のエネルギーデバイス。
【請求項２９】
　並列および／または直列にグループ化される２つ以上の整流素子と、狭帯域エネルギー
収集を可能にするための、同様のサイズの少なくとも２つの導電性表面とをさらに備える
、請求項２６に記載のエネルギーデバイス。
【請求項３０】
　少なくとも１つの統合整流素子をさらに備え、該少なくとも１つの統合整流素子は、前
記収集された電磁エネルギーを整流するように適合される、請求項１に記載のエネルギー
デバイス。
【請求項３１】
　前記統合整流素子は、前記エネルギー貯蔵構成要素の一部を備え、該統合整流素子は、
少なくともダイオード、レクテナ、フルブリッジ整流器、ハーフブリッジ整流器、または
反応構成要素の電気的特性を備える、請求項３０に記載のエネルギーデバイス。
【請求項３２】
　並列および／または直列にグループ化される２つ以上の整流素子と、広帯域エネルギー
収集を可能にするための、異なるサイズの少なくとも２つの導電性表面とをさらに備える
、請求項３０に記載のエネルギーデバイス。
【請求項３３】
　並列および／または直列にグループ化される２つ以上の整流素子と、狭帯域エネルギー
収集を可能にするための、同様のサイズの少なくとも２つの導電性表面とをさらに備える
、請求項３０に記載のエネルギーデバイス。
【請求項３４】
　前記エネルギー貯蔵構成要素は、正方形、長方形、三角形、多面多角形、円形、湾曲、
波形、および厚さ不均一の群から選択される、請求項１に記載のエネルギーデバイス。
【請求項３５】
　２つ以上のエネルギー貯蔵構成要素をさらに備える、請求項１に記載のエネルギーデバ
イス。
【請求項３６】
　前記２つ以上のエネルギー貯蔵構成要素は、直列または並列に接続され、該エネルギー
貯蔵構成要素のうちの少なくとも１つは、電磁エネルギーを収集するように適合される導
電性表面を提供するように適合される、請求項１に記載のエネルギーデバイス。
【請求項３７】
　前記エネルギー貯蔵構成要素は、全て、実質的に同一のサイズおよび形状を備える、請
求項３６に記載のエネルギーデバイス。
【請求項３８】
　前記エネルギー貯蔵構成要素のうちの少なくとも１つは、他のエネルギー貯蔵構成要素
とは実質的に異なるサイズおよび形状を備える、請求項３６に記載のエネルギーデバイス
。
【請求項３９】
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　前記複数の導電性表面は、電磁エネルギーを収集するように適合される直列または並列
の接続を備える、請求項２０に記載のエネルギーデバイス。
【請求項４０】
　全ての導電性表面は、実質的に等しいサイズおよび形状を備える、請求項３９に記載の
エネルギーデバイス。
【請求項４１】
　前記導電性表面のうちの少なくとも１つは、他の導電性表面とは実質的に異なるサイズ
および形状を備える、請求項３９に記載のエネルギーデバイス。
【請求項４２】
　エネルギーデバイスの前記アレイは、直列または並列の接続を備え、該エネルギーデバ
イスのうちの少なくとも１つは、電磁エネルギーを収集するように適合される導電性表面
を提供する、請求項２３に記載のエネルギーデバイス。
【請求項４３】
　前記エネルギーデバイスは、全て、実質的に等しいサイズおよび形状を備える、請求項
４２に記載のエネルギーデバイス。
【請求項４４】
　前記エネルギーデバイスのうちの少なくとも１つは、他のエネルギーデバイスとは実質
的に異なるサイズおよび形状を備える、請求項４２に記載のエネルギーデバイス。
【請求項４５】
　電磁エネルギーを含有する環境内において電磁エネルギーを収集する方法であって、
　該環境内において少なくとも１つのエネルギー獲得デバイスを提供することであって、
該デバイスは、導電性表面と、エネルギー貯蔵構成要素とを備える、ことと、
　該導電性表面にわたって該環境から電磁エネルギーを収集することと、
　該エネルギー貯蔵構成要素の中に該エネルギーを貯蔵することと、
　自律電気デバイスに電力供給することと
　を含む、方法。
【請求項４６】
　電磁エネルギーの前記収集を改善するために、前記導電性表面の幾何学的形状を修正す
ることをさらに含む、請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
　前記エネルギー貯蔵構成要素の中に前記収集された電磁エネルギーを貯蔵する前に、該
収集された電磁エネルギーを整流することをさらに含む、請求項４５に記載の方法。
【請求項４８】
　電磁エネルギーを含有する環境内において電磁エネルギーを収集する方法であって、
　該環境内において少なくとも１つのエネルギー獲得デバイスを提供することであって、
該デバイスは、導電性表面を備える、ことと、
　該導電性表面にわたって該環境から電磁エネルギーを収集することと
　を含む、方法。
【請求項４９】
　電磁エネルギーの前記収集を改善するために、前記導電性表面の幾何学的形状を修正す
ることをさらに含む、請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　前記エネルギー貯蔵構成要素の中に前記収集された電磁エネルギーを貯蔵する前に、該
収集された電磁エネルギーを整流することをさらに含む、請求項４８に記載の方法。
【請求項５１】
　自律電気デバイスに電力供給することをさらに含む、請求項４８に記載の方法。
【請求項５２】
　前記収集されたエネルギーを貯蔵することをさらに含む、請求項４８に記載の方法。
【請求項５３】
　前記導電性表面は、誘電体の高さ（ｈ）と、誘電率（εｒ）とを含み、エネルギー周波
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数（ｆｒ）を獲得するための該表面の寸法は、幅が
【数４】

および、長さが
【数５】

であって、式中、εｒｅｆｆは実効誘電率であって、
【数６】

である、長さを含む、請求項４に記載のエネルギーデバイス。
【請求項５４】
　前記導電性表面は、誘電体の高さ（ｈ）と、誘電率（εｒ）とを含み、エネルギー周波
数（ｆｒ）を獲得するための該表面の寸法は、幅が

【数７】

および、長さが
【数８】

であって、式中、εｒｅｆｆは実効誘電率であって、
【数９】

である、長さを含む、請求項６に記載のエネルギーデバイス。
【請求項５５】
　前記導電性表面は、該表面の複数の領域内のＲＦ伝導特性に影響を及ぼして、絶縁域、
伝導性域、および半導性域を提供するように適合される、請求項６に記載のエネルギーデ
バイス。
【請求項５６】
　複数の伝導表面間に１つ以上の層をさらに備え、該層は、絶縁材料を備える、請求項８
に記載のエネルギーデバイス。
【請求項５７】
　複数の伝導表面間に１つ以上の層をさらに備え、該層は、半導体材料を備える、請求項
８に記載のエネルギーデバイス。
【請求項５８】
　伝導層および関連する絶縁層は、前記エネルギー貯蔵構成要素の製造中に前記デバイス
に追加される、請求項１５に記載のエネルギーデバイス。
【請求項５９】
　前記エネルギー貯蔵構成要素の前記製造中に、前記導電性表面を前記デバイスに組み込
むことをさらに含む、請求項４５に記載の方法。
【請求項６０】
　前記エネルギー貯蔵構成要素の前記製造中に、前記導電性表面を前記デバイスに組み込
むことをさらに含む、請求項４８に記載の方法。
【請求項６１】
　基板素子と、少なくとも２つの収集表面とを備え、各収集表面は、該基板素子の反対側
に位置する、請求項２４に記載のアレイ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願）
　本願は、米国仮特許出願第６１／０８７，９２７号（名称「Ｅｎｅｒｇｙ　Ｄｅｖｉｃ
ｅ　ｗｉｔｈ　Ｉｎｔｅｇｒａｌ　Ｃｏｌｌｅｃｔｏｒ　Ｓｕｒｆａｃｅ　ｆｏｒ　Ｅｌ
ｅｃｔｒｏｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｅｎｅｒｇｙ　Ｈａｒｖｅｓｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈ
ｏｄ　Ｔｈｅｒｅｏｆ」、２００８年８月１１日出願）に関連し、米国特許法第１１９条
第（ｅ）項の優先権の利益を主張し、この出願は、その全体が本明細書に参考として援用
される。
【０００２】
　（発明の技術分野）
　本発明は、エネルギーを獲得する装置および／またははシステム、または方法に関する
。より具体的には、本発明は、周囲環境内に存在するか、または意図的にエネルギー獲得
デバイスを対象とした電磁エネルギーを収集し、後の使用のために該エネルギーを貯蔵す
る。
【背景技術】
【０００３】
　（発明の背景）
　電磁エネルギーは、全種類の形態で存在する。それは、概して、情報を伝達するために
使用されるが、一般的には小さいものであるにもかかわらず、収集および貯蔵され得るエ
ネルギーの源としても存在する。
【０００４】
　概して、例えば、アンテナ等の電磁エネルギーを収集するシステムは、電磁媒体を介し
て伝達されている情報を捕捉するためにのみ設計され、概して、エネルギー自体の実質的
な部分を捕捉しない。情報伝達信号は、いったんアンテナによって受信されると、次いで
、受信器によって増幅され、情報を取得するためにフィルタされる。したがって、そのよ
うなシステムの重点は、実際のエネルギー自体よりもむしろ、情報および該情報が伝達さ
れる特定の波長に置かれる。
【０００５】
　現在、電子装置が使用するエネルギー量が減少していることと同時に、伝達されている
電磁エネルギー量は増加している。さらに、情報を感知もしくは収集することによって受
動的に、あるいは機能を実行することによって能動的に、自立的に動作する電子機器がま
すます増加している。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の特定の例示的な実施形態の一目的は、周囲環境からのエネルギーを収集および
貯蔵することによって動作することである。したがって、本発明の特定の実施形態は、伝
達を受け取るための情報受信回路を含有してもよいが、周囲環境から電磁エネルギーを収
集し、それを現在または後の使用のために貯蔵することが、本発明の１つの例示的な目的
である。以下により詳細に、かつ一例として記載されるような本発明の種々の側面および
実施形態は、背景技術の短所および関連分野における新たな必要性に対応する。
【０００７】
　本発明は、例えば、電磁放射の形態のエネルギーを獲得するための装置、システム、お
よび方法を含んでもよい。好ましい実施形態では、本発明は、電磁エネルギーを収集する
ように適合される少なくとも１つの導電性表面と、該エネルギーを貯蔵するためのエネル
ギー貯蔵構成要素とを含んでもよい。
【０００８】
　本発明の一実施形態は、例えば、エネルギーを収集するためのアンテナ等、エネルギー
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デバイスのエネルギー貯蔵構成要素内に金属または伝導表面を含む。該表面は、別の必要
な機能を有するバッテリまたはコンデンサを主に提供する、バッテリまたはコンデンサ内
の電荷収集表面等、エネルギーデバイスの一体部分であってもよい。
【０００９】
　本発明の別の実施形態では、エネルギーデバイス用の電磁エネルギーを収集する目的で
製造している間、金属または伝導表面がエネルギーデバイスに追加され、かつ特に、そこ
に組み込まれてもよいが、そうでなければ、エネルギー貯蔵構成要素に必要ではない。
【００１０】
　本発明の１つ以上の実施形態の統合伝導層は、バッテリのアノードまたはカソード収集
プレートから構成されてもよく、電磁エネルギーを収集するさらなる機能を実行してもよ
い。一実施形態では、統合伝導層はまた、エネルギーデバイスの実際のアノード材料であ
ってもよい。別の実施形態では、統合伝導層は、コンデンサの最外部の伝導性ケーシング
等、エネルギーデバイスの伝導性外装材料であってもよい。
【００１１】
　特定の周波数帯域、広帯域、または他のエネルギー応用に対するエネルギー収集の効率
および／または能力を増大するために、さらなる特徴、パターン、または形状がエネルギ
ーデバイスの伝導表面に追加されてもよい。可撓性デバイスのために、統合伝導表面は、
例えば、そのエネルギー収集能力を強化するように、またはその指向受信特徴を強化する
ように湾曲していてもよい（例えば、ｚ軸変位）。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　本発明のいくつかの特徴および利点が、特定の好ましい実施形態の図を参照して記載さ
れるが、本発明を限定することではなく、例示することを目的とする。
【００１３】
　本発明のさらなる理解を提供するために含まれ、かつ本明細書に組み込まれ、その一部
を構成する、添付の図面は、本説明と合わせて、本発明の特定の原理を説明するのに役立
つ、本発明の例示的な実施形態を図示する。
【図１】図１は、電気化学的セルを備えるエネルギー貯蔵構成要素を有する、本発明の一
実施形態の断面図である。
【図２Ａ】図２Ａは、上部にアンテナを有し、かつその下にアンテナの寸法を超えて延在
し得る基板の図示を追加しない、本発明の一実施形態の上下図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、本発明の一実施形態の断面側面図である。
【図３Ａ】図３Ａは、上部にアンテナを有し、かつその下にアンテナの寸法を超えて延在
し得る基板の図示を追加しない、本発明の一実施形態の上下図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、ダイオードを追加する本発明の一実施形態の断面側面図である。
【図４】図４は、本発明の全方向アレイの一実施形態の断面側面図である。
【図５】図５は、本発明の二重周波数アレイの一実施形態の断面側面図である。
【図６】図６は、本発明の全方向式で使用される、湾曲表面エネルギーデバイスの一実施
形態の断面側面図である。
【図７Ａ】図７Ａは、本発明の多平面実施形態の断面上面図である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、本発明の多平面実施形態の一デバイスの側面図である。
【図７Ｃ】図７Ｃは、本発明の多平面実施形態の第２のデバイスの異なる角度からの側面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本明細書に記載する特定の方法、組成、材料、製造技術、使用、および用途は、変化し
得るので、本発明は、これらに限定されないことを理解されたい。また、本明細書で使用
する用語は、特定の実施形態を説明する目的のみで使用され、本発明の範囲を限定するこ
とを目的としていないことも理解されたい。本明細書および添付の特許請求の範囲で使用
するように、単数形「ａ」、「ａｎ」、および「ｔｈｅ」は、文脈が明確に別段の指示を
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しない限り、複数の言及を含むことに留意されたい。したがって、例えば、「要素（ａｎ
　ｅｌｅｍｅｎｔ）」への言及は、１つ以上の要素への言及であり、当業者に既知のその
同等物を含む。同様に、別の例として、「ステップ（ａ　ｓｔｅｐ）」または「手段（ａ
　ｍｅａｎｓ）」への言及は、１つ以上のステップまたは手段への言及であり、サブステ
ップまたは補助的手段を含んでもよい。使用する全ての接続詞は、可能な限り最も包括的
な意味で理解されるものとする。したがって、「または（ｏｒ）」という用語は、文脈が
明確に他のことを必要としない限り、論理上の「排他的なまたは」という定義よりもむし
ろ、論理上の「または」という定義を有するものとして理解されるべきである。本明細書
に記載する構造は、そのような構造の機能的同等物を指すものとして理解されるものとす
る。近似を表すものと解釈され得る用語は、文脈が明確に別段の指示をしない限り、その
ように理解されるべきである。
【００１５】
　別段の定めがない限り、本明細書で使用する全ての技術用語および科学用語は、本発明
が属する分野の当業者によって一般に理解されるものと同じ意味を有する。好ましい方法
、技術、デバイス、および材料を記載するが、記載するものと同様または同等の任意の方
法、技術、デバイス、または材料が、本発明の実施または試験に使用されてもよい。本明
細書に記載する構造はまた、そのような構造の機能的均等物を指すものとして理解される
ものとする。
【００１６】
　全ての特許および他の出版物は、例えば、本発明との関連で有用であり得るそのような
出版物に記載される方法を記載および開示する目的で、参照することによって本明細書に
組み込まれる。これらの出版物は、本願の出願日前のそれらの開示に関してのみ提供され
る。これに関するいかなるものも、本発明者らが、先行発明の理由で、または任意の他の
理由で、そのような開示に先行する資格がないと認めるものとして解釈されるべきではな
い。
【００１７】
　本願は、２００６年１１月１７日出願の「Ｈｙｂｒｉｄ　Ｔｈｉｎ－Ｆｉｌｍ　Ｂａｔ
ｔｅｒｙ」と題する米国特許出願第１１／５６１，２７７号、および２００７年３月１６
日出願の「Ｍｅｔａｌ　Ｆｏｉｌ　Ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉｏｎ」と題する米国特許出願
第１１／６８７，０３２号に関連し、それらは、参照することによってその全体が本明細
書に組み込まれる。
【００１８】
　図１は、本発明の一実施形態の断面側面図を示す。本実施形態では、導電性表面１８０
が、エネルギー貯蔵デバイスの構造の一部を形成する。図１に示す実施形態では、エネル
ギー貯蔵デバイスは、電解質１４０によって分離されるカソード１３０およびアノード１
５０を有する電気化学的セルである。本実施形態は、障壁層１２０および正極端子基板１
１０を含有する。絶縁層１６０が、アノード１５０から導電性表面１８０まで延在する１
つ以上の導体１７０を有して、電気化学的セルをカプセル化する。
【００１９】
　１つの特定の実施形態では、電気化学的セルは、米国特許出願第１１／５６１，２７７
号に開示され、かつ参照することによってすでに組み込まれているような、薄膜バッテリ
である。本実施形態では、下から上へ、該デバイスは、例えば、正極接点としての機能を
果たす金属箔基板１１０；カソード電流コレクタとしての機能を果たし、かつ例えば、ク
ロム、ニッケル、またはチタン副層を覆って製造される金、銀、またはプラチナ副層から
好ましくは構成される、障壁層１２０；例えば、コバルト酸リチウム（ＬｉＣｏＯ２）か
ら好ましくは構成される、カソード１３０；例えば、ＬｉＰＯＮから好ましくは構成され
る、固体電解質１４０；および例えば、リチウムから好ましくは構成されるアノード１５
０を含有してもよい。例えば、電気化学的デバイスを被覆してもよいサーリン層で好まし
くはできている絶縁／接着層１６０、および金網導体１７０は、導電性表面１８０と電気
化学的デバイスとの間で、かつそれらと接触して織られてもよい。
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【００２０】
　バッテリまたは薄膜バッテリ等の電気化学的貯蔵デバイスに加えて、エネルギー貯蔵構
成要素は、コンデンサまたは薄膜コンデンサ等の電気的貯蔵デバイスであってもよいが、
例えば、フライホイール、マイクロフライホイール、微小電気機械システム（ＭＥＭＳ）
、または機械バネ等の機械的エネルギー貯蔵デバイスであってもよい。エネルギー貯蔵構
成要素はまた、例えば、参照することによってその全体が本明細書に組み込まれる、「Ｍ
ｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　ａｎ　Ａｍｂｉｅｎｔ　Ｅｎｅｒｇ
ｙ　Ｂａｔｔｅｒｙ　ｏｒ　Ｃａｐａｃｉｔｏｒ　Ｒｅｃｈａｒｇｅ　Ｓｙｓｔｅｍ」と
題する米国特許第７，０８８，０３１号に開示される本発明の種々の実施形態等、圧電素
子または磁気電気素子等の電気機械デバイスであってもよい。エネルギー貯蔵構成要素は
また、熱質量容器等の熱エネルギー貯蔵デバイスであってもよく、または例えば、水素容
器を有する水素発生器もしくはオゾン容器を有するオゾン発生器等の、化学的エネルギー
貯蔵デバイスであってもよい。これらのデバイスのそれぞれは、該システムの特定の例示
的な要素に基づいて、エネルギーを貯蔵するために使用されてもよい。
【００２１】
　同様に、導電性表面の材料および幾何学的形状は、システム用途に応じて異なり得る。
好ましい実施形態では、導電性表面は、収集された電磁エネルギーの周波数に適合される
好適な電磁インピーダンスを有してもよい。いくつかの実施形態では、導電性表面は、金
属、合金、半導体、伝導性有機物、ポリマー、および／または伝導性複合体でできていて
もよい。該デバイスはまた、例えば、可撓性であってもよく、より良好に特定の種類の電
磁エネルギーを収集するために、それ自体に巻き付けられて作られてもよい。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、導電性表面はまた、エネルギー貯蔵構成要素の一体部であっ
てもよい。例えば、電気的エネルギー収集伝導表面は、電気化学的貯蔵デバイスのアノー
ド、電気化学的貯蔵デバイスのアノード電流コレクタ、電気化学的貯蔵デバイスのカソー
ド、電気化学的貯蔵デバイスのカソード電流コレクタ、電気化学的貯蔵デバイスのカプセ
ル化、電気化学的貯蔵デバイスの基板、電気化学的貯蔵デバイスのケーシング、コンデン
サの陰性電極、コンデンサの陽性電極、またはコンデンサのケーシングによって具現化さ
れてもよい。
【００２３】
　導電性エネルギー収集表面がエネルギー貯蔵構成要素に統合されるいくつかの実施形態
では、該表面は、例えば、電磁エネルギーの収集への該表面の適応を最適化するために、
該エネルギー貯蔵構成要素の主要な機能的必要性を超えて、構造的または化学的に修飾さ
れてもよい。構造的修飾は、該表面を拡張、延伸、増大、または別様に延長することによ
って、１つ以上の表面の表面積を拡大するステップを含んでもよい。例えば、図１のエネ
ルギーデバイスにおいて、表面１８０は、形状が拡張、延長、または別様に増大してもよ
い。同様に、表面１１０、１７０、または任意の他の伝導表面は、例えば、単独で、また
は組み合わせて、そのエネルギー獲得能力またはそれらの要素のエネルギー獲得能力を改
善するために、表面積を拡大するように修飾されてもよい。加えて、これらの伝導表面は
、これらのデバイス要素の表面積および／またはエネルギー獲得特性を増大するために、
厚さが増加してもよく、または任意の好ましい方向に穿孔されてもよい。
【００２４】
　例えば、図２Ａおよび２Ｂに図示するように、誘電体の高さ２６０は、コンデンサもし
くはバッテリ、またはバッテリもしくはコンデンサの中の分離要素、または両方の組み合
わせの中の誘電体の厚さに適合してもよい。それは、例えば、バッテリカソードの厚さお
よび分離材料を表し得る。図２Ｂ中の基板２３０は、例えば、薄膜バッテリのカソード電
流コレクタによって提供されてもよい。アンテナ素子２８０は、例えば、バッテリまたは
別個の要素のアノード電流コレクタによって提供されてもよい。種々の要素の寸法は、例
えば、その全体が本明細書に組み込まれる、Ａｎｔｅｎｎａ　Ｔｈｅｏｒｙ，Ａｎａｌｙ
ｓｉｓ　ａｎｄ　Ｄｅｓｉｇｎ，２ｎｄ　ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｃｏｎｓｔａｎｔｉｎｅ　Ａ
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．Ｂａｌａｎｉｓ，１９８２，１９９７，ＩＳＢＮ　０－４７１－５９２６８－４に見ら
れる説明から推定することによって得られる。誘電体の高さ（ｈ）、その誘電率（εｒ）
、および対象となる周波数（ｆｒ）は、設計によって調整されてもよい。いったんこれら
の値が設定されると、以下の式が、長さおよび適切な幅比を最適化するために使用されて
もよい。アンテナの長さは、λ／２、λ／４、λ／８、λ／１６等の何らかの波長（λ）
の偶数分割であってもよい。以下のＶ０は、自由空間中の光速度である。
【００２５】
【数１】

【００２６】
【数２】

【００２７】
式中、εｒｅｆｆは実効誘電率であって、
【００２８】
【数３】

【００２９】
である。
【００３０】
　各実施形態における導電性表面は、例えば、１つ以上の特定の形態で電磁エネルギーを
収集することが可能であるように設計されてもよい。そのような形態は、例えば、電場結
合エネルギー、磁場結合エネルギー、光波直接結合エネルギー、光波熱的結合エネルギー
、レーザまたはコヒーレント光結合エネルギー、サブミリ波長放射結合エネルギー、広帯
域周波数、狭帯域周波数、直接エネルギー、間接エネルギー、極超長波、極極超長波、超
長波、長波、中波、短波、超短波、極超短波、極極超短波、ミリ波、赤外線光周波数、可
視光周波数、紫外線光周波数、およびＸ線周波数を含んでもよい。
【００３１】
　さらなる構成要素もまた、本発明の特定の実施形態に含まれてもよい。例えば、本発明
の一実施形態は、例えば、バッテリまたはコンデンサの中に容易に貯蔵され得るように、
導電性エネルギー収集表面に誘導される交流電流を直流電流に整流するための１つ以上の
電気構成要素を含んでもよい。これらの構成要素は、例えば、エネルギー貯蔵構成要素の
外部にあってもよい。しかしながら、それらはまた、代替的または追加的に、エネルギー
貯蔵構成要素内に組み込まれてもよい。例えば、電気化学的セルの構成要素として使用さ
れてもよいコバルト酸リチウムの半導体特徴は、特定の領域においてｎ型またはｐ型であ
ってもよく、それによって、整流器として動作するように構成されてもよいダイオード特
徴を有するデバイスを作成する。
【００３２】
　図３Ａおよび３Ｂは、アンテナ表面３８０と伝導基板表面３３０との間にダイオードを
提供する、本発明の一実施形態を示す。上記の実施例によって説明されるように、アンテ
ナ素子３８０は、例えば、バッテリまたは別個の要素のアノード電流コレクタによって提
供されてもよい。誘電体３６０は、コンデンサもしくはバッテリ、またはバッテリもしく
はコンデンサの中の分離要素、または両方の組み合わせの中の誘電体を表してもよい。そ
れは、例えば、バッテリカソードの厚さおよび分離材料を表し得る。図３Ｂ中の基板３３
０は、例えば、薄膜バッテリのカソード電流コレクタによって提供されてもよい。エネル
ギー貯蔵デバイスの直接充電は、例えば、アンテナ表面と伝導基板表面との間でダイオー
ドを接続することによって達成されてもよい。この接続は、アンテナ表面３８０に取り付
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けられるダイオードのカソード、および基板表面３３０に接続されるダイオードのアノー
ドの接続であってもよい。ダイオードは、製造されたエネルギー貯蔵デバイスの一体部分
、または外部の目立たない構成要素であってもよい。
【００３３】
　電磁エネルギーを獲得するためのシステムはまた、例えば、本明細書の種々の開示によ
って提供される。本システムは、例えば、アレイを形成するように一緒に接続される複数
のエネルギー獲得デバイスを含んでもよい。アレイ内のデバイスの配設は、例えば、全方
向または一方向の方式で電磁エネルギーの収集を最適化するように異なってもよい。複数
のエネルギー獲得デバイス自体は、例えば、異なる波長の電磁エネルギーの収集を最適化
するために、単一システム内で異なってもよく、これは、導電性表面の形状およびサイズ
だけでなく、材料の種類も含んでもよい。さらに、複数のエネルギー獲得デバイスの相互
接続は、例えば、特定の電圧出力を生成するように、直列または並列で配設されてもよい
。図４に示すような全方向アレイの一実施例は、一緒に配置される２つの基板４３０、な
らびに外向きに方向付けられる収集表面４８１および４８２を提供する。誘電体層４６１
および４６２は、基板４３０と収集表面４８１および４８２との間に提供される。あるい
は、バッテリまたは他のエネルギー貯蔵デバイスを有する基板は、基板のいずれの側にも
配置され得る。種々の構成の複数の表面もまた、提供されてもよい。多周波アレイは、例
えば、図５に示されるように、例えば、１つ以上の基板５３０上で、場合によっては異な
る長さ／幅の比を有する、２つのエネルギー貯蔵デバイス５８１、５８２を提供すること
によって、提供されてもよい。複数の表面および／またはデバイスもまた、種々の実施形
態において提供されてもよい。あるいは、単一セルの上部は、電気的に図５の配設のよう
に「見える」絶縁体／導体パターンの上部が備わっていてもよく、バッテリ基板は、該図
の全基板のように「見える」可能性があるため、外部の変更を有しない多周波アンテナを
提供する。図６は、全方向式で使用されてもよい、湾曲表面のエネルギーデバイスの一実
施例を提供する。湾曲は、例えば、図の下または上から生じるものとして示されるエネル
ギー６１０および／または６２０を収集することを可能にする、球形の一部分である、受
容表面を生成するために使用されてもよい。上記で一例として述べられるように、ダイオ
ードは、この例示的な設計に同様に統合されてもよい。さらに、アンテナ素子６８０、誘
電体素子６６０、および基板素子６３０が、例えば、示されるように提供されてもよい。
【００３４】
　本発明の多平面実施形態の一実施例を、例えば、図７Ａ、７Ｂ、および７Ｃで説明する
。本実施例では、２つ以上のデバイス（７８１、７８２として図７Ａに示される）は、相
互に対して角度ａで配設されてもよい。これらのデバイスは、別々の基板（７３１および
７３２として図７Ａに示される）上に、または製造中あるいは工程後ステップとして、適
切な角度で形成される１つの基板上に構築されてもよい。角度ａは、任意の角度であって
もよく、例えば、０°～１８０°の範囲であってもよい。任意の所与の周波数、周波数の
グループ、または任意の対の周波数もしくは帯域に対する長さ、幅、および高さの値（Ｌ
、Ｗ、およびｈ）、ならびにこれらの値に対する比は、同一であってもよく、または完全
に異なってもよい。さらに、ダイオード整流が、単一面デバイスと同様に、この実施形態
またはこれらの実施形態に実行されてもよく、ダイオードは、例えば、各アンテナ／基板
を覆って提供されてもよい。
【００３５】
　本システムは、単独で、または例えば、太陽電池もしくは太陽熱吸収装置等の別の電力
源と併せて、自律電気回路に電力を供給するために使用されてもよい。そのような組み合
わせは、自律電気回路が、電磁エネルギーを含む環境の中の太陽光の存在下または非存在
下で、動作することを可能にし得る。例えば、太陽電池は、製造中に、貯蔵デバイスの上
または下に直接堆積されてもよい。この堆積は、ＰＶＤまたは例えば、印刷を含んでもよ
い。そのような太陽電池は、それぞれと接触している少なくとも２つの半導体を含んでも
よく、それによって、ｐ－ｎ接合を生成する。さらに、太陽電池の中に、金属的伝導性電
流コレクタおよび基板が存在してもよい。具体的には、例えば、ＳｉＯ２等の誘導体層が
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、例えば、Ｓｉ－Ｔｉ－Ｐｄ－Ａｇ等の金属的伝導性反射防止層によって被覆されてもよ
い。アンテナ状受信器面としての機能を果たし得るバッテリと同様に、エネルギーを産生
し得るが、エネルギーを貯蔵しない場合がある、太陽電池が提供されてもよい。しかしな
がら、ＳｉＯ２／Ｓｉ－Ｔｉ－Ｐｄ－Ａｇアンテナ状受信器面は、バッテリに接続されて
もよく、該バッテリは、それ自体に対して、アンテナ状受信器面としての機能を果たして
も、果たさなくてもよい。
【００３６】
　電磁エネルギーを獲得する方法、および／またはエネルギー獲得のためのデバイスの新
しい使用もまた、例えば、本明細書に記載される。例えば、１つ以上のエネルギー獲得デ
バイスまたはシステムが、周波数および出力等の既知または未知のパラメータを有する、
既知または未知の電磁エネルギー源を含有する、環境の中に配置されてもよい。導電性表
面に入射する電磁エネルギーは、電流を導電性表面に誘導してもよい。次いで、その電流
は、エネルギー貯蔵構成要素によって収集されてもよい。一実施形態では、電流は、例え
ば、電気化学的セルまたはコンデンサを充電する前に、整流器回路によって整流される。
電流はまた、上記の他のエネルギー貯蔵構成要素を充電してもよい。エネルギーを収集お
よび貯蔵すると、次いで、該デバイスは、例えば、自律電気デバイスに一定期間動作する
ための電力を提供することが可能であり得る。
【００３７】
　本発明は、本明細書において、いくつかの実施形態において説明されてきた。本発明の
目的とする精神および範囲から逸脱することなく、その種々の実施形態において、本発明
によって強化されるエネルギーまたは電子デバイスの性能を包含することができる、多く
の代替物および変化物が存在することは、明らかである。上記の実施形態は、例示的なも
のに過ぎない。当業者は、本開示の範囲内に入るよう意図される、本明細書に具体的に記
載される実施形態からの変化物を認識し得る。したがって、本発明は、以下の特許請求の
範囲によってのみ制限される。したがって、本発明は、本発明の修正物が、添付の特許請
求の範囲およびそれらの同等物の範囲内に入るという条件で、本発明の修正物を含むこと
を目的とする。
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